
魚種（海域）：ヤナギダコ （北海道周辺海域） 

担当水試：中央水産試験場 

 

要約表 

評価年の基準 

（2012 年度） 
資源評価方法 

2012 年度の 

資源状態 

2012～2013 年度 

の資源動向 

2012年1月1日 

～2012年12月31日
漁獲量 中水準 横ばい 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1)漁業の概要 

ヤナギダコを対象とした専獲漁業はたこ空釣り縄であり，沖合底曳網，各種かご網，刺

し網などで混獲される。 

 

(2)現在取り組まれている資源管理方策 

許可の制限条件，漁業権行使規則などで操業期間，漁具の制限等を定めている。 

 

２．評価方法とデータ 

漁獲量の集計には1985～2011年は漁業生産高報告，2012年は水試集計速報値を用いた。

集計にあたり北海道海周辺海域を 4 つの海域に区分した。それぞれの海域名と集計範囲を

下記に示す。 

 ・日本海海域：集計範囲は宗谷，留萌，石狩，後志，檜山振興局 

・オホーツク海海域：集計範囲はオホーツク総合振興局 

・襟裳以西海域：集計範囲は渡島，胆振，日高振興局 

・襟裳以東海域：集計範囲は：十勝，釧路，根室振興局 

現状では詳細な漁獲努力量の把握は出来ていないが，漁獲努力量の指標として，「支庁の

水産」から 2011 年度までの北海道知事許可漁業数（たこ漁業）を，過去のヤナギダコ漁獲

量の上位 3 振興局分（日高，根室，釧路振興局：この 3 振興局で 2011 年漁獲量の 67%を

占める）について集計した。 

 

３．資源評価 

(1)漁獲量および努力量の推移 

全道の漁獲量の推移をみると，1986～1991 年には 8～9 千トン台で推移していたが，1992

～1996 年には 4～5 千トン台にまで減少した。1997 年以降漁獲量はやや増加して 2004 年ま
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では 7 千トン前後で推移していたが，2005 年には急増して 13 千トンとなり，翌年も 12 千

トンと高い水準を維持した。しかし，2007 年には漁獲量が大幅に減少して 8.7 千トンとな

り，その後の 2008～2010 年には 7 千トン前後で推移したが，2011 年には 5.3 トンまで減

少し，2012 年にはやや増加して 6.2 千トンとなった（図 1）。 

海域別には襟裳以西海域と襟裳以東海域での漁獲が多く，この 2 海域で全道漁獲量の 8

～9 割を占める（表 1，図 1）。日本海海域では 1986 年に 1,376 トンを記録して以降は漸減

傾向にあり 2012 年には前年よりやや減少して 385 トンにとなった。オホーツク海海域では

1990 年に 354 トンを記録しているが，1999 年以降は 100 トン以下で推移しており 2012 年

も 35 トンにとどまっている。襟裳以西海域では 1998 年に 5 千トンを超えているが，この

年を除くと 2.5 千トン～4.6 千トンの範囲で増減を繰り返しており，近年では 2009 年以降

は増加傾向となり 2012 年は 4,590 トンとなった。襟裳以東海域では漁獲量の変動が大きく

1985 年以降 2 千～3 千トン台で推移していたが，1994 年には 5 百トンにまで減少した。そ

の後は徐々に増加し 2000 年には約 3 千トンまで増加したのち 2003 年には 1.8 千トンまで

減少したが，2004 年以降急激に増加し 2005 年には 8.7 千トン，2006 年には 7 千トンを記

録したが再び減少し，2011 年には前年の 3,419 トンから半減して 1,633 トンまで減少し，

2012 年にはさらに減少して 1,213 トンに留まった。 

漁獲努力量の指標として，北海道知事許可漁業数（たこ漁業）の推移を見ると（図 2），

根室振興局管内では 1993 年から 1994 年にかけて大幅に増加し,その後 1998 年まで徐々に

減少していたが，1999 年，2000 年と増加し，150～160 隻前後で推移している。日高振興

局管内では 2006 年に許可隻数が 156 隻から 202 隻に増加し,その後はこの水準を維持して

いる。釧路総合振興局管内では 1985 年から現在までほとんど変化していない。漁獲割合の

高い根室および日高振興局管内で許可隻数が段階的に増加していることから，努力量も増

加していると思われる。 

 

(2)現在(評価年)までの資源状態 

タコ類の種別漁獲統計が集計されている 1985 年以降の全道のヤナギダコ漁獲量で資源

状態を判断した（表 1，図 1）。上記３-(1)で記述したとおり，1986～1991 年に 8 千～1 万

トン程度の比較的高い水準で推移したのち，4 千～6 千トン程度の比較的低い水準に低下し，

その後再び増加して2005～2007年を除き中間の6千～8千トン台で安定して推移している。

2011 年にやや減少が見られたが，2012 年度は再び増加して 6 千トン台にもどった。このよ

うな変動は，主として太平洋の襟裳以西および以東海域の変動によっている。2005 および

2006 年の著しい増加は，襟裳以東海域のみの漁獲量変動であったが，その後もとの水準に

もどった。太平洋全体では長期的に見ると，努力量の増加が資源状態の指標にしている漁

獲量に影響を与えている可能性はあるものの，許可隻数の増加がかならずしも漁獲増と一

致していないこと，また，過去 5 カ年程度でみると漁獲量が安定して推移していることか

ら資源水準に大きな変化はないと考えられる。また，日本海，オホーツク海とも太平洋と
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異なり，大きな変化がなく安定して推移しているので，長期的に資源水準の変化はないと

判断される。 

 

(3)評価年の資源水準：中水準 

資源水準は漁獲量で判断した。資源水準指数は各年の漁獲量を 1990 年～2009 年の 20 年

分の漁獲量平均を 100 とした相対値で表す。資源水準指数 60～140 を中水準とし，それ以

上を高水準，それ未満を低水準とした。2012 年の資源水準指数は 84 となり，中水準と判

断された。 

 

(4)今後の資源動向：横ばい 

前述のようにヤナギダコの資源水準は過去 5 カ年程度比較的安定して推移している。ま

た，長期的に見ても 1990 年～2012 年までの 25 年のうち，1994 年に低水準，2005，2006

年に高水準となった 3 年以外の 22 年は中水準と安定した資源であることから，次年度も大

きな変動なく推移する可能性が高いと考えられる。これらのことから，資源動向は横ばい

と判断した。 

 

４．文献 

なし 
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生態表  魚種名：ヤナギダコ  海域名：北海道周辺海域  

    

 

図 ヤナギダコ（北海道周辺海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

漁獲水深は100～400ｍであるが，稚ダコは水深30ｍ前後に生息する。季節的な深浅移動をするが，

浮遊幼生期がなく，大きな回遊はしない。 

 

２．年齢・成長 

年齢・成長はよくわかっていないが，体重７kgくらいまで成長する。 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

体重３kg から成熟する個体がみられはじめる。繁殖活動はオス・メスとも一生に１度である。 

     

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：日本海では５～６月で，道東では冬季である。 

・産卵場：日本海では水深120～180ｍ，道東では水深70ｍ前後の岩礁域に形成される。 

       

５．その他 

浮遊幼生期がなく，ふ化後すぐに着底する。 

 

６．文献 

 なし 
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